
46放課後の子どもの居場所拡充事業【子ども未来課】

～

2

3

⑵

市民 事業者

職員 その他

担当課 子ども未来課

予算区分（款-項-目-中事業） 3-2-1-11 放課後児童クラブ事業

（中事業名） 放課後児童クラブ事業 決算書ページ 114 115 一般

基本目標 子どもが元気に育つまち

政策 子どもの健やかな成長を支える環境の整備

施策 安心して子どもが過ごせる場の整備

開始年度 平成10年度

終了予定年度 年度 　未定 市民・民間事業者との連携協働の可能性 両者と協働可

根拠法令等 児童福祉法

関連計画 第2期長久手市子ども・子育て支援事業計画

アウトプット（詳細はⅡへ） アウトカム（詳細はⅢへ）

②活動指標 ③中間成果 ④最終成果

【対象】

　対象の数： 1,600

【事業内容】

（成果指標名）

令和７年度長久手市行政評価票（Ａ票：事業評価票） 対象年度 令和６年度

事業番号 46 事業名
放課後の子どもの居場所拡充事業

総
合
計
画

そ
の
他

①事業概要

（どんな取組を行うのか） （取組の進捗をはかるもの。
　また、それがどうなるのか）

（①【対象】がどのような
状態に変わるのか）

（大事業の将来像）

加入希望者の受入れ割合が９割
５分を超えること

就労等による留守家庭における
子どもたちの安心・安全な居場
所を確保するため、放課後児童
クラブ及び学童保育所の受入れ
を拡充する。

加入希望者の受入れ割合

Ⅰ

　
基
本
情
報

事
業
の
概
要
・
目
的

【アクションプラン指標】
　児童の入会者数【単年】

【その他の指標】
受入れ定員数【単年】
(放課後児童健全育成事業） 大

事
業
共
通

放課後の児童の居場所事業に対
して、市民に事業を理解してい
ただき、子育て支援施策に対す
る満足度が高い状態を実現す
る。
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【アクションプラン指標】 基準値 1,600 目標値 1,640 1,660 1,660 1,700 1,700

目標値 1,700 実績 1,437

【その他指標】 基準値 - 目標値 985 985 985 1,015 1,015

目標値 - 実績 985

基準値 目標値

目標値 実績

基準値 目標値

目標値 実績

　各年度の取組、改善したこと。目標が達成できなかった場合はその理由

活動指標名 単位
基準値（2023年）
目標値（2028年）

※AP指標のみ
区分

R6(2024)
年度

R7(2025)
年度

R8(2026)
年度

R9(2027)
年度

R10(2028)
年度

1 人
　児童の入会者数【単年】

2 人　受入れ定員数【単年】
(放課後児童健全育成事業）

3

4

事業開始
の背景

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学しているこどもたちに対し、授業の終了後に小学校内等を利用して適切な遊び及び生
活の場を提供して、その健全な育成を図る。

Ｒ
６

国が進める「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、令和６年度
より民間委託により校内交流型運営を実施し、多様化するニーズに
応えると共に様々な体験、交流活動の場の提供を図った。
利用できる施設に限りがあるため、入会者数の目標を達成できな
かったが、今後も全ての利用者が希望できる放課後児童クラブが利
用できるよう環境整備に努める。

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
９

Ⅱ

　
活
動
状
況
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
詳
細
）

活
動
指
標

エ
ピ
ソ
ー
ド
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R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度

成果指標名（中間成果をはかるもの） 単位 成果指標の推移と目標

【現状】

94.8% 94.9% 100.0% 95.0% 96.0%

成果達成状況 指標目標値の根拠

Ａ.想定より良い　Ｂ.想定どおり　Ｃ.どちらともいえない

Ｄ.想定を下回っている

評価の理由、分析

今後の方向性 今後の方向性の理由

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止

改善ポイント

（成果指標を踏まえ、総合計画基本目標達成のため、必要性、有効性、効率性、公平性、歳入確保の観点等から見直しの余地のある取組を記入）

見直し

可能年度

加入希望者の受入れ割合 ％

Ａ
（児童クラブ、学童保育所においての）
　参加児童数／申込者数
　令和6年度（令和7年度入会）の入会希望状況を元に令和
11年度に待機児童を解消できるよう毎年1％程度の改善を
見込む。

令和６年度は、民間委託により大幅に定員を増加できたことにより成果指標を上回る受入れができ
た。
しかし、待機児童が解消されたことにより、更なる加入希望者の増加が予想され、今後は再び待機
児童が発生することが見込まれる。

Ｂ
現在、放課後児童クラブと放課後子ども教室の校内交流型運営を３小学校区で実施しているが、今後は全６小学校区で実現
できるよう取り組む。

見直しの余地のある取組名
見直しの
方向性

理由及び具体的な見直しの内容

1
民間委託による放課後児童クラ
ブと放課後子ども教室の一体型
運営

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

多様なニーズに対応するため利用コースを増やしたが、制度の複雑化により、一部の保護
者に混乱を招いている状況もあり、利用状況を分析して利用料、利用コースの見直しを図
る。

R8年度

2

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

3

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

Ⅲ

　
事
業
の
成
果
・
課
題
分
析
（
ア
ウ
ト
カ
ム
の
詳
細
）

成
果
指
標
（
C
H
E
C
K

)

加
え
る
変
化

(

A
C
T
I
O
N
）
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R8年度の費用（R7年度比） （単位：千円） R5(2023)年度 R6(2024)年度 R7(2025)年度

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持 予算 決算 予算 決算 予算

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止 201,319 190,688 330,081 318,511 360,148

理由 合計額 182,163 139,088 254,685 231,268 284,540

（内　国費） 72,972 50,792 94,111 84,371 106,393

（内　県費） 71,587 50,792 103,104 95,047 115,557

（内　諸収入） 37,604 37,504 57,470 51,850 62,590

（内　その他）

一般財源 19,156 51,600 75,396 87,243 75,608

積算額 R7年度予算の内訳　＜細々節名、　予算額、（R6年度予算額）＞

Ａ 事業費

特
定
財
源

放課後児童クラブと放課後子ども教室の
校内交流型運営(ながくてひろば)の拡
充、職員の処遇改善が必要となるため。

Ⅳ

　
費
用

令
和
８
年
度
予
算
の
方
向
性
（
P
L
A
N
）

３
年
間
の
推
移

未定

児童クラブ等民間委託 215,252千円（190,000千円）
児童クラブ事業委託 106,473千円（100,473千円）
放課後児童支援員処遇改善事業補助金 13,862千円（13,203千円）
会計年度任用職員報酬 2,101千円（1,664千円）
会計年度任用職員期末手当 438千円（340千円）
会計年度任用職員勤勉手当 368千円（285千円）
駐車場借地料 1,003千円（931千円）
コンビニ収納業務取扱手数料 206千円（140千円）
植栽維持管理委託 741千円（676千円）
口座振替手数料 325千円（268千円）
通信運搬費 541千円（500千円）
廃棄物処理委託 72千円（66千円）
放課後子ども総合プラン入力支援業務委託 938千円（932千円）
移送料 28千円（23千円）
火災保険料 25千円（24千円）
会計年度任用職員時間外勤務報酬 0千円（0千円）
普通旅費 2千円（2千円）
特別旅費 40千円（40千円）
会計年度任用職員通勤費 24千円（24千円）
修繕料 775千円（775千円）
クリーニング手数料 426千円（426千円）
警備委託 528千円（528千円）
医療ケア児対応委託 960千円（960千円）
コピー機使用料 123千円（123千円）
学童保育所運営用建物賃借料 12,420千円（12,420千円）
緊急情報メールシステム使用料 132千円（132千円）
駐車場使用料 0千円（5千円）
印刷製本費 91千円（107千円）
児童クラブ室清掃委託 599千円（620千円）
モップ等使用料 55千円（121千円）
児童クラブ用備品 175千円（262千円）
ＡＥＤ賃借料 275千円（427千円）
放課後児童健全育成施設改修工事 0千円（286千円）
消耗品費 238千円（638千円）
損害保険料 912千円（2,660千円）


